
公益社団法人日本地球惑星科学連合 

2022 年度(令和 4 年度)第 7 回理事会議事録 

  

1．開催日時 2023 年 3 月 30 日(水) 9:30-12:00 

 

2．開催場所 Zoom によるオンライン会議 

  

3．出席者  理事数    20 名 

       出席理事   15 名 （定足数 11 名 ） 

  

4．議 長  理事 高橋 幸弘 

  

5．出席役員 

理事 高橋 幸弘 

理事 田近 英一 

理事 小口 千明 

理事 河宮 未知生 

理事 堀 利栄 

理事 阿部 なつ江 

理事 大谷 栄治 

理事 川幡 穂高 

理事 成瀬 元 

理事 西 弘嗣 

理事 長谷川 直子 

理事 日比谷 紀之 

理事 道林 克禎 

理事 村山 泰啓 

理事 和田 浩二 

監事 鈴木 善和 

監事 春山 成子 

監事 松本 淳 

 

6．出席オブザーバー 

宇宙惑星科学セクション幹事 庄田 宗人 

地球人間圏科学セクションバイスプレジデント 山野 博哉 

地球人間圏科学セクション幹事 松多 信尚 



固体地球科学セクションプレジデント 田中 聡  

地球生命科学セクションバイスプレジデント 黒柳 あずみ 

地球生命科学セクションバイスプレジデント 遠藤 一佳 

情報システム委員会委員長  興野 純 

ダイバーシティ推進委員会委員長  坂野井 和代 

 

午後 9 時 30 分、定数に達したので高橋幸弘会長が開会を宣言した。インターネット会議シ

ステム Zoom を利用し、審議において参加者全員が互いに適時的確な意見表明ができるこ

とを確認した。 

 

7．審議事項 

  

第 1 号議案  新入会員承認の件 

・定款第 8 条 2 項の会員の入会の定めに従い、新規入会者の入会を審議し、これを承認し

た。 

第 2 号議案  2023 年度事業計画書および収支予算書承認の件 

・2023 年度事業計画書および収支予算書を審議した。2023 年度事業計画書および収支予算

書を承認した。 

 

第 3 号議案  広報活動小委員会 設置の件 

・広報活動小委員会の設置および同小委員会規則の設置を審議した。規則案のうち、第 2 条

(9)を削除し、第 5 条の「副小委員長」を「副委員長」と修正する。第 2 条(8)は内容がわか

るように修正することで承認した。 

 

第 4 号議案  普及活動小委員会 設置の件 

・普及活動小委員会の設置および同小委員会規則の設置を審議した。規則案のうち、第 5 条

の「副小委員長」を「副委員長」と修正する。 

・なお第 3 号議案、第 4 号議案にともない、パブリックセッション小委員会を廃止する。

また広報普及委員会規則第 3 条を「広報普及委員会のもとに、広報活動小委員会、普及活動

小委員会およびＪＧＬ編集小委員会を置く。」と改訂する。 

以上を承認した。 

 

第 5 号議案  ＪＧＬ編集小委員会 規則設置の件 

・ＪＧＬ編集小委員会規則の設置を審議した。規則案のうち、第 5 条の「副小委員長」を

「副委員長」と修正することで承認した。 

 



第 6 号議案  「科学技術系分野における任期付き研究者の雇用問題解決に向けての要望

書案」（男女共同参画学協会連絡会）について 

・男女共同参画学協会連絡会が若手雇用問題アンケート調査の結果に基づく課題に関する

要望書を準備しており、賛同を審議した。これを承認した。 

 

第 7 号議案  特別寄附金受け入れの件 

・特別寄附金について 

 

第 8 号議案  職員雇用契約更新の件 

・3 名の契約更新を審議した。これを承認した。 

・他事務局職員との契約更新を行った。これまでほとんどの職員が時間給での契約だった

が、月給での契約に変更した。在宅定時勤務、事務局勤務でフレックス勤務のいずれかとな

る。 

 

第 9 号議案  職員新規雇用の件 

・ハローワークから 3 名、ホームページ経由で 3 名、合計 6 名の応募があり、5 名と面接を

行った。1 名と会長、副会長、総務理事、事務局長による最終面接を行った。 

・1 名の新規雇用を審議した。これを承認した。3 か月間の試用期間を設ける。事務局勤務

となる。 

 

第 10 号議案  第 5 回西田賞受賞者認定の件 

・10 名の候補者について審議した。10 名を西田賞受賞者として承認した。 

 

第 11 号議案  2023 年度フェロー承認の件 

・4 名の候補者について審議した。4 名をフェローとして承認した。 

 

第 12 号議案  特別栄誉フェロー設置の件 

・特別栄誉フェローの設置について審議した。これを承認した。 

 

第 13 号議案  JpGU 会長賞設置の件 

・JpGU 会長賞の設置について審議した。これを承認した。 

 

8.報告事項 

1. 高橋 幸弘代表理事 職務報告 

・日本地学オリンピックの表彰式に出席し、「日本地球惑星科学連合賞」の授与を行った。 

 



2. 田近 英一理事（広報普及担当）職務報告 

・JGLVol.19, No.1 を発行した 

 

3. ウォリス理事 職務報告 

・活動報告を省略した。 

 

4. 小口 千明理事 職務報告 

・活動報告を省略した。 

 

5. 河宮 未知生理事 職務報告 

・活動報告を省略した。 

 

6. 堀 利栄理事 職務報告 

・キャリア・エクスプローラーのロゴの申請期間であり、周知にご協力いただきたい。 

 

7. 道林 克禎理事（総務担当）職務報告 

・後援の報告があった。 

・事務局職員の勤務形態改善について報告があった。1 月以降新しい形態での契約となって

いるが、36 協定を遵守して勤務している。また、今後事務局業務のマニュアル化を推進す

る。 

 

8. 成瀬 元理事（財務担当）職務報告 

・財務関連の活動報告があった。 

・特定費用準備資金の設置を 3 件準備している。 

 

9. 和田 浩二理事（大会運営担当）職務報告 

・大会準備報告があった。 

・現在、参加登録及びオンデマンド動画使用申請中、また緊急セッション投稿の受付中であ

る。 

・緊急スペシャルセッションは口頭及び現地ポスターが 5 月 24 日、オンラインポスターセ

ッションは 5 月 25 日を予定している。 

・投稿状況について報告があった。投稿総数 4295 件、採択数は 4292 件であった。緊急セ

ッション、高校生セッションへの投稿数がこれに加わる。国内投稿者数、国外投稿者数はい

ずれも増加している。 

・発表者の参加登録締め切りは 4 月 11 日、発表者以外の参加登録締め切りは 5 月 11 日で

ある。 



・プログラムとコマ割りを公開した。今回、現地ポスター発表は原則として口頭発表と同日

に行う。展示場ホール特設会場を 4 会場とし、主にイベント会場として用いる。 

・Confit にプログラムを設定した。口頭セッションやフラッシュトークのタイムテーブル

や詳細を閲覧できる。ただし予稿が公開されるのはログイン認証が設けられる 5 月 12 日以

降となる。フラッシュトークのプログラムはここに掲載される、メーリングリストや公開ス

プレッドシートを用いて公開する。 

・口頭セッション内でのポスターフラッシュトークについて説明があった。ポスター発表の

成立条件ではないが、大会運営としては強く推奨する。 

・現地でのポスター掲示は任意であるが、全ポスターを掲示するスペースを確保している。

来場できないポスター発表者に対し、大会運営委員会が代わって掲示するサービスを準備

している。 

・オンラインポスターセッションは任意である。 

・他、大会までのスケジュールについて報告があった。 

・懇親会は開催しない。ノンアルコールのケータリングは実施する。表彰式での提供は検討

中である。 

・高校生セッションは 5 月 28 日にオンライン発表と審査を行う可能性がある。審査員を是

非引き受けてほしい。 

・COVID-19 について、5 類引下げ等緩和に伴い、対応の変更を予定している。ワクチン接

種については言及しない。マスク着用は義務としない。会話・発言する際はマスクを着用し

ていただく方がよい。来場時の検温は任意とし、検温機は設置するが入場管理は行わない。

飲食は黙食をお願いする。看護士は COVID-19 に関わらず急病人対策として依頼する。 

・昨年同様、発表者/コンビーナ/座長間のメーリングリストを用意する。 

・現地参加/リモート参加の表示いついては、Confit のマッチングフラグを利用する。 

・学生優秀発表賞は 686 件のエントリーがあった。 

・学生旅費補助は 218 名のエントリーがあった。 

・学生アルバイトは近日中に募集開始予定である。 

・学協会の集会等の会合利用は 5 部屋を昼および PM2 以降の時間帯に貸し出す予定だる。 

・展示場ホールのレイアウトについて報告があった。25 日 26 日は NASA ハイバーウォー

ルを行わずスペースが空くので、25 日の PM3 に表彰式の開催を検討する。 

・提案された企画について報告があった。一覧を確認した。 

 

10. 沖 大幹理事（グローバル戦略担当）職務報告 

・活動報告を省略した。 

 

11. ダイバーシティ推進委員会活動報告（阿部担当理事） 

・ダイバーシティ推進関連の活動報告があった。 



・地球惑星科学が学べる大学・研究室の情報をまとめている。女子中高生夏の学校での利用

を予定しているが、他にも活用して高校生に周知できるように検討する。 

・今大会では保育室の設置を行わず、保育支援を行う。 

・キャリア・エクスプローラーのロゴの申請期間であり、周知にご協力いただきたい。 

 

12. 教育検討委員会活動報告（阿部担当理事） 

・教育検討関連の活動報告があった。 

・理数系学会教育問題連絡会の委員を選出した。 

・教員養成等検討 WG の活動について報告があった。 

 

13. 環境災害対応委員会報告（沖担当理事） 

・小口理事より代理で活動報告があった。 

・パブリックセッション、ユニオンセッション、緊急セッションを開催する。 

 

14. 情報システム委員会活動報告（村山担当理事） 

・情報システム関連の活動報告があった。 

・会員システムの改修を検討している。現在業者の選定を行っており、特定費用準備資金の

設置も準備している。 

・RDM タスクフォースの会合を 4 月 10 日に予定している。 

・ORCID の Affiliation manager の試行をしている。また、年会費改訂の議論が行われて

いる。 

・AGU Infomatics の JpGU Representative の更新時期であり、情報システム委員会で検

討する。 

 

15. ジャーナル関連活動報告（倉本担当理事） 

・川幡理事より代理で報告があった。 

・IF も順調に推移しており、Scopus/CiteScore は増加予定で同分野の約 200 誌の上位 10％

に入る可能性もある。 

 

16. 顕彰委員会活動報告（川幡担当理事） 

・顕彰委員会の活動報告があった。 

・西田賞とフェローの審査を行った。理事より審査について謝意が述べられた。 

・学生旅費補助の審査を行った。予算に合致するように採択し、補欠も選出した。 

・大会時の寄附ラウンジの設置を準備している。 

 

17. セクションからの報告 



・宇宙惑星科学セクション庄田幹事よりセクションアンケート調査に関する報告があった。 

・アンケート調査の結果を連合大会でポスターとして掲示をしたいという申し出があり、大

会運営委員会と連携して準備することとなった。他のセクションも希望があれば大会運営

委員会に連絡してほしい。 

 

議長は以上をもって、すべての議事を終了した旨を述べ、閉会を宣した（12 時 00 分）。 

以上の議事の要領及び結果を明確にするため、本議事録を作成し、出席理事は次に記名・押 

印する。（捺印欄配布時省略） 

 

 

2023 年 3 月 30 日    公益社団法人日本地球惑星科学連合 第 7回理事会 

 

     出席理事     高橋   幸弘 印 

 

     出席理事     田近   英一 印 

 

     出席理事     小口   千明 印 

 

     出席理事     河宮   未知生 印 

 

     出席理事     堀   利栄 印 

 

     出席理事     阿部   なつ江 印 

 

     出席理事     大谷   栄治 印 

 

     出席理事     川幡   穂高 印 

 

     出席理事     成瀬   元 印 

 

     出席理事     西   弘嗣 印 

 

     出席理事     長谷川   直子 印 

 

     出席理事     日比谷   紀之 印 

 

     出席理事     道林   克禎 印 



 

     出席理事     村山   泰啓 印 

 

     出席理事     和田   浩二 印 

 

     出席監事     鈴木   善和 印 

 

     出席監事     春山   成子 印 

 

     出席監事     松本   淳 印 


